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厚生労働大臣

加藤 勝信 殿

中央社会保険医療協議会

会 長 田辺 国昭

答 申 書

（令和２年度診療報酬改定について）

令和２年１月 15 日付け厚生労働省発保 0115 第１号をもって諮問のあ

った件について、別紙１から別紙８までの改正案を答申する。

なお、答申に当たっての本協議会の意見は、別添のとおりである。
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（別添）

答申書附帯意見

（全般的事項）

１ 近年、診療報酬体系が複雑化していることを踏まえ、患者をはじめとする

関係者にとって分かりやすいものとなるよう検討すること。

（働き方改革）

２ 医師・医療従事者の働き方改革を推進し、地域医療を確保するための取組

に係る今回改定での対応について、その効果等を検証・調査するとともに、

適切な評価の在り方について引き続き検討すること。

（入院医療）

３ 一般病棟入院基本料、療養病棟入院基本料等の入院基本料や、特定集中治

療室管理料、地域包括ケア病棟入院料、回復期リハビリテーション病棟入院

料等の特定入院料に係る、入院患者のより適切な評価指標や測定方法等につ

いて、引き続き検討すること。

４ 救急医療管理加算の見直しの影響を調査・検証し、患者の重症度等に応じた

救急医療の適切な評価の在り方について引き続き検討すること。

（ＤＰＣ／ＰＤＰＳ）

５ 急性期の医療の標準化をすすめるため、病院ごとの診療実態を把握すると

ともに、医療資源投入量等の指標とその活用方法について引き続き検討する

こと。

（かかりつけ機能、精神医療、生活習慣病等）

６ かかりつけ医機能を有する医療機関との連携の評価の新設等の影響を調

査・検証すること。また、かかりつけ医機能を有する医療機関と専門医療機

関との機能分化・連携強化に資する評価の在り方について引き続き検討する

こと。

７ 地域における質の高い在宅医療と訪問看護の提供体制の確保に資する評価

の在り方について、引き続き検討すること。

８ 妊産婦に対する診療の適切な評価について引き続き検討すること。

９ 地域移行・地域生活支援の充実を含む質の高い精神医療の評価について引

き続き検討すること。



10 依存症に対する管理料等の評価の見直しの影響を調査・検証し、適切な評

価の在り方について引き続き検討すること。

11 オンライン診療料の見直しや、オンライン服薬指導の評価の新設に係る影

響を調査・検証し、ＩＣＴを活用した診療や薬学的管理等の評価の在り方に

ついて引き続き検討すること。

（医薬品の適正使用）

12 重複投薬、ポリファーマシー及び残薬等への対応に関して、影響を調査・

検証し、引き続き検討すること。

13 ＡＭＲアクションプランの進捗状況及び抗微生物薬適正使用の手引きの見

直し状況等を踏まえ、外来における抗菌薬の処方状況等について把握・分析

し、抗菌薬の適正使用のための新たな方策を講ずる等抗菌薬の使用量の更な

る削減を推進すること。

14 病院内における医学的妥当性や経済性の視点も踏まえた処方の取組につい

て、院内における実施体制や実施方法等の実態把握や分析等を進めること。

（歯科診療報酬）

15 院内感染防止対策に係る初診料・再診料の見直しの影響を把握し、院内感

染防止対策の推進に資する評価の在り方について引き続き検討すること。

16 口腔疾患の長期的な管理を含めた継続的管理の実施状況等を調査・検証す

るとともに、診診連携及び病診連携の在り方等について引き続き検討するこ

と。

（調剤報酬）

17 調剤基本料、調剤料及び薬学管理料の評価の見直しによる影響や、かかり

つけ薬剤師・薬局の取組状況を調査・検証し、薬局の地域におけるかかりつ

け機能に応じた適切な評価、対物業務から対人業務への構造的な転換を推進

するための調剤報酬の在り方について引き続き検討すること。

（後発医薬品の使用促進）

18 バイオ後続品を含む後発医薬品使用の更なる推進のために、医療機関や薬

局における使用状況を調査・検証し、薬価の在り方や診療報酬における更な

る使用促進策について引き続き検討すること。



（医療技術の評価）

19 医療技術の高度化や専門化に対応して、費用対効果の観点を踏まえつつ、

イノベーションの評価等がより適切となるよう引き続き検討すること。

（その他）

20 医療機関と関係機関との連携の下で提供される医療について、その実態に

応じた報酬の在り方について引き続き検討すること。


